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○目　　的

　日本児童福祉給食会の依頼により、晶ユージーラソド

から届けられた全粉乳ビスケットを幼児に与え、その

acceptabi置ityを観察した。

パンフレットの紹介によれば全粉乳ビスケット（以下

ビスケットと略称する）は次の様なものである。

1　ビスケットの紹介

　このビスケットはニュージーランドより試験材料とし

て届けられたものである。

（の　材料配合割合及びその緯成

　材料配合割合とその恕成は第1表及び第2表に示し

た。

（b）　ビスケットの種類

　ストロベリー、オレソジ、パナナ、パインアップル、

バニラ、チョコレートの香料で香りづけされた6種類が

ある。

（C）　製造法及びビスケットの大きさ

　先ず材料をよく混合し、穎粒状にする。これを真空状

態で水分3％迄乾燥させ、高圧で板状に成型する。

大きさ　：1．14c皿x4．76cm×3．81c皿

（d）包装状態

　ビスケットは10個ずつポリエチレン又はブラスティッ

第2表　ビスケットの組成

第1表　材料配合割合

1個当り（9）1 ％

乳　　　　　　　脂 5．8 24．8

蛋　　　白　　　質 5．7 24．0
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（1）本ビスケットには牛乳中のビタミソ類と

　ほぽ同量になる様ビタミンA・Bエ、脱、ナ

　イアシソが添加されている。

　　1個のビスヶットからは7～9才児の一
　日必要最の約％のビタミン類が供給される。

　　1）無機質は特に添加されていないがカルシ
　　ウム、カリウム、ナトリウム、燐酸塩、塩
　　化物が豊富に含まれている。

クでおおわれた丈夫な紙の小袋に入っており・更に8包

ずつ1つのボール箱に入っている。船積にも耐え得る様

8箱ずつダンボールにつめられている◇1つのダソボー

ルには、1種類のフレーパーのみが入れられており、袋

の口を切らず、太陽の直射日光を遮断すれば、6ヵ月位

は保存可能である。

（e）今迄の調査成績

　ニュージーランド、イラン、韓困、サモァ、コロンど

スで幼児を対象にして調査された報告によると、Fいずれ

もビスケットのacceptab重置ityはよく・又ビスケット投

与によりかなり良い栄養効果をあげたと述べている。・

∬　全粉乳ビスヶヅトに対する嗜好調査

〔サソブルについての叙述〕

今回の嗜好テストに用いたビスケットは、チョコレー

・ト、ストロペリー、オレソジの3種（これは調査依頼を

受けた全種類である）で、前述した様1こ固形ミルクにチ
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ヨコレート、ストロベリー、オレソジの香りとそれぞれ

に舎う色がついている。

　今回の嗜好テスト開始に当って、東京一地区の保育所

の保撮、区役所職員及び当研究所栄養研究員が試食した

結果では「味がよくない」「硬くて食べにくい」「口の中

に残り歯につき易い」等、必ずしも好評でなかった。

　試みに木屋式硬度計により硬度を測定したが・市販ビ

スケッ・トが750～36509の範囲であるのに対し、本ビス

ケットはscale　outし、本硬度計（最高硬度50009）測

定不能であった。いわゆる歯当り、かみごたえ等と硬度

との間にはかなり大きな性質の差があるが・一応この事

からもかなり硬いものと言える。

〔対象児〕

　愛育幼稚園の年少組（4～5才）41名（男児24、女児

17名）、　年長線　（5～6才）　62名　（男児36、　女児26名）

で、いずれも心身共に健康で又経済的にも憲まれた家庭

の幼児である。

〔テスト期間及びテスト方法〕

　昭和45年6月23日・30日、7月7日の3回で、それぞ

れ午前11時～11時30分の間に・一回に一種類ずつのビス

ケットについてテストした。

　上記テストに参卸した人数は第3表の通りである。

　テスト方法は・ビニール袋に各対象児の氏名を記入し

その中に1個ずつのビスケットを入れて渡し・自由に食

べさせた。

〔acceptabilityの判定法〕

　残したビスケットをテスト直後に回収し、その重量を

測った。

第3表　嗜好テスト参加人数（名）
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　その重量から「残し無」「％（3～89）残し」「発

（8．1乍139）残し」　「冤（13，1～199）残し」　「全祉残

し」の5段階に分けて集計した。

　テスト開始に先立って園長先生と会い、研究の趣旨、

方法等に充分の理解を得て実施した。担任の先生から各

対象児に好きなだけ食べて、いやだったら残してもよい

という亦を話していただき、強制をさけた。一回の嗜好

テストに要した時問は約10分間である。

〔結果〕

　各種ビスケットの残量を第4・5表に示した。

第5表　3回とも嗜好テストに参加した場合

実数

残し少　　場A（）残し多い場合（2）

　　　　比　率 実　数 比率

少緯（28人中）

長組（46人中）

（人）
127

　（％）

42．9

【5．2

（人）

7
i
7

（多

25．O・

37．O

（1）　残し　O×3、OX2と％×恥0×2と％X皇

（2）残し全X3、全X2と冤×』全×しと％X2、
　　　全×Lと飯×皇と形×1、鱗×3ド

第4表　各種ビスケットの残量（年令・性別）

チョコレート ストロベリー オ　レ　ン　ジ
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7
35．0 6．7 8
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全 4L9．0 2
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2LO．0 6．7 3 8．6 3【4．2 2U．8 513．2

残　　し　　0 721．8 2 8．O 9真5．8 5皇4．7 834．8
13

22．8
15

48．4
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47．2

年
％ 皇 3．1 1 4．0 2 3．5 2 5．9 2 8．7 4 フ．O 2 6．4 O O 2 3．ち

長 彪 6正8．8 7
28．4

13
22．8

5
14．7

2 8．7 712．3 3 9．7 5
20．8

8L4．6

組
％ LO

31．3 728．0 皇7 29．8
5
L4．7

417．4 915．8 825．8 7
29．2

15
27♂3

全 825．0 8
32．O 里6 28，L

17
50．0 7

30．4
24

42．1
3 9．7 1 4．2 4 7．3

蜘％蝋％蜘％蜘％実数1％実数1％実数1％剃％’剰％
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皿　成績及び考按，

　ビスケットに対するacceptabilityを種類別にみる

と、年少組、年長絹共にオレンジビスケットのそれが一

番よく、全部食べた者が前者66％、後者47％、次がスト

ロベリーで54％、23％、チョコレートのacceptability

が一番悪く、それぞれ44％、16％であづた。

　これを性別でみると年長、年少縄共にチョコレートは

男児に好まれ、ストロベ夢一は女児に、オレソジは大体

同程度の傾向を示している。

　acceptability判定の基準を「残し0、％」を良、「残

し全、鰯を不良として、年令差による相異をみると、

年少組では約半数又はそれ以上の者がビスケットを良く

たべているが、年長組ではチョコレート、ストロベリー

では残しの多い者が半数以上もみられた。・この事から年

令別にみると年長組より年少縄の方に残しが少なかった

礁が観察された。又3回とも嗜好テストに参加した子供

についてのみみても（第5表）同様な傾向がみられた。

この理由として年令差や・新しいものに対する好奇心又

は先生に対する従順性の違い等が関係しているのではな

いかと考えられるθ第4表にみられる様にチョコレート

よりストロベリー、更にオレソジビスケットを好む子供

の比率が高くなったのは、オレンジビスケットが好きな

のか又は順序効果が闘係しているのかについては今後の

検討が必要であろう。又ビスケットを全然食べなかった

子供が7．3～42，1％みられた。これには本テストの対象に

なった子供達は日頃栄養が十分与えられている癖が大き

く影響している様に思われるし、或いは又日頃ぜい沢な

菓子類に慣れている子供が多いことが一部関係している

様に思われる。

　幼児のビろケットに対するacceptabiiityと体格との

相関はみられなかった。

　Oビスケットに対する子供達の主な感想＝

・ビスケットを好む子供一

　①牛乳、キャ．ラメル、チョコレート、苺、みかん、ジ

　　ュース様の香りがしておいしいr大多数

　②ガムみたいで好き、

ビスケ糖トを嫌う子供一

　①食べているうちにおいしくない。半分でいやにな

　　る一大多数

　②おいしいが口や歯にひっかかって嫌い

　③硬くて嫌いなど、

　今回の嗜好テスト成績からビスケットが大人の嗜好か

らすれば予想外に子供逮に受け入れられたが、今回は一

種類のビスケッ、トについては唯一回、しかも一週間に一

度試みただけであるので、この使用回数が重なった場合

に同様な結果を得られるかどうかについては疑問がもた

れるしビスケットの色調と嗜好との関連についても問題

が残されている。又本品が歯につき易いこと、砂糖を含

むこと等から、虫歯の成因になる可能性が考えられ、幼

児の間食という場合にはこの点からの検討も必要と思わ

れる。

○結　　　論

　ニュージーランドから届けられた全粉乳ビスケットに

対する幼児のacceptabilityをみる為、愛育幼稚園の年

少組幼児41名（男24、女17名）年長組幼児62名（男36、

女26名）を対象にして嗜好テストを行なった。

　用いたビスケットの種類はチョコレート、ストロベリ

ー、オレンジのaavorとそれらの色づけをされた三種

類で、一日一種類ずつ三回に亘ってテストを実施した。

　残し量によってacceptabilityの良否を評価すると年

少組、年長組共にオレソジビスヶソトの食べ方が一番よ

く、その次がストロベリー、チョコレートの順であっ

た。殊にオレソジビスケットは年少、年長組共に全量摂

取者は半数であった。

　これに対しチョコレート、ストロベリーでは残しの多

塑った者が半数みられた

　男女別にみると年長、年少組共にチョコレートは男児

に好まれ、ストロベリーは女児に、オレソジは大体同程

度の傾向を示した。

　どのビスケットも年長児より年少児の方によく受け入

れられている。

　幼児のビスケットに対するaccep槍bi聾tyと体格との

相関はみられなかろた。

　この嗜好テストに当っては、終始かわらぬ御協力を頂

いた愛育幼稚園の先生方と子供達に感謝いたします。

　なお本研究につきましては日本児産福祉給食会から多

’大の御援助を頂きましたことを厚く御礼申上げます。
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An　Acceptability　Test　of　Whole　Milk　Biscuits

Dept、4　Klyoko　Mizuno，ShizukQ　MutQ

　　An　acceptability　test　of　whole　mnk　b土scults乏rom　Newzealand　was　conducted　on　the　klndergarten

children　who　were　consisted　of41junior　class　children（Fユ7・M24）and62seniQr　ciass　Qnes・（F・26・

M、36）

　　The　blscuits　had　the　slze　of4・76×3・81x1．14cm騨weighing23．5gm　and　containing115caL，5・7gm

ofprote貢n，and5，8gmoff段tineach、

　　Tkere　weτe　thてee　kinds　of　fLavQr　and　co1Qr，that　is，Qra馳ge，strawberry，a【Ld　chocQ1＆te　i“tke

biscuits，As　a　kind　of　the　sampIes　was　tested貢n　a　day，three　days　were　a眼oted　for　the　whole　test．

　　A　kind　of　the　samp里e　was　hauded　to　the　children　to　be　eaten　freely　at　noon　befQre　lunch，and　the

left・over　was　collected　immediately　after　that　and　the　acceptability　was　evaluated　by　the　Iefしover．

　　The　order　of　liking　of　flavor　evaluated　by　the隻eft・Qver　was　orange，strawberry，負nd　chocoIate　in

both　classes　and五n　both　sexs，the　freqロency　of　the　left・over　being　about30％in　average　for　orange

血avor，44％forstrawberry，and50％forchocolate・

　　There　were　general　tendendes　that　the　Junior　c里ass　shQwed　the　less　left－over　than　the　senior

dass　and　that　the・female　liked　st【awberry　better　than　boys，and　boys　Iiked　chocolate　better，
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